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■
関
係
出
版
社
へ
の
要
望
書
送
付

　
２
０
２
１
年
11
月
３
日
に
大
阪
市
立

大
学
同
窓
会
関
係
者
を
中
心
に
し
て
結

成
さ
れ
た
「
五
代
友
厚
官
有
物
払
い
下

げ
説
見
直
し
を
求
め
る
会
」
（
代
表
・

同
窓
会
五
代
委
員
会
委
員
長
＝
児
玉
隆

夫
・
元
学
長
）
は
同
年
12
月
と
翌
22
年

３
月
に
、
高
校
日
本
史
教
科
書
会
社
５

社
と
『
日
本
史
年
表
』
刊
行
の
岩
波
書

店
に
対
し
て
、
政
府
に
よ
る
開
拓
使
官

有
物
の
五
代
友
厚
へ
の
払
い
下
げ
記
述

は
事
実
で
は
な
い
の
で
訂
正
を
求
め
る

と
い
う
要
望
書
を
五
代
無
実
の
証
拠
書

類
を
添
え
て
送
っ
た
。
各
社
か
ら
は

「
要
望
事
項
を
検
討
す
る
」
と
い
う
文

書
回
答
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上

の
特
段
の
動
き
は
な
か
っ
た
。

■
清
水
書
院
教
科
書
の
記
述
変
更

　
教
科
書
発
行
法
に
基
づ
い
て
全
国
で

「
教
科
書
展
示
会
」
が
６
月
１
日
か
ら

７
月
31
日
の
期
間
中
の
２
週
間
開
催
さ

れ
る
が
、
「
見
直
し
を
求
め
る
会
」
の

関
係
者
が
大
阪
会
場
へ
閲
覧
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
清
水
書
院
の
『
日
本
史
探

究
』
が
従
来
の
記
述
を
変
更
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
従
来
の
『
日
本

史
』
の
記
述
が
「
長
官
の
黒
田
清
隆
が

同
じ
薩
摩
出
身
の
政
商
五
代
友
厚
に
、

約
２
千
万
円
を
投
じ
た
事
業
を
38
万
円

余
と
い
う
不
当
に
安
い
価
格
で
払
い
下

げ
よ
う
と
し
て
問
題
に
な
っ
た
」
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
、
23
年
度
以
降
使
用
さ
れ

る
清
水
書
院
『
日
本
史
探
究
』
の
記
述

で
は
、
「
同
じ
薩
摩
出
身
の
政
商
五
代

友
厚
の
経
営
す
る
関
西
貿
易
社
に
払
い

下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
と
新
聞
が
報
じ

て
問
題
化
し
た
」
と
な
っ
て
い
た
。
変

更
さ
れ
た
の
は
「
新
聞
が
報
じ
て
問
題

化
し
た
」
の
部
分
だ
け
で
あ
る
が
、
従

来
記
述
は
虚
偽
で
あ
り
、
新
記
述
は
事

実
で
あ
る
。
虚
偽
の
記
述
が
事
実
の
記

述
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
一
大
変
更
で

あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
変
更
は
不

十
分
で
あ
る
。
「
た
だ
し
、
そ
の
報
道

は
誤
報
で
、
政
府
の
決
定
し

た
払
い
下
げ
先
は
開
拓
使
の

官
吏
四
人
が
退
職
し
て
設
立

す
る
予
定
の
民
間
会
社
で
あ

っ
た
」
と
付
記
し
な
け
れ
ば

真
実
を
述
べ
た
こ
と
に
な
ら

な
い
。

■
第
３
次
要
望
書
送
付
と

　

応
答

　
清
水
書
院
の
記
述
変
更
を

受
け
て
「
見
直
し
を
求
め
る

会
」
は
８
月
１
日
付
で
残
る

４
社
の
教
科
書
会
社
と
岩
波

書
店
に
対
し
て
、
清
水
書
院

教
科
書
の
記
述
変
更
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
従
来
記
述
の

見
直
し
を
求
め
た
。
今
度
は

具
体
的
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
山
川
出
版
社
・
第
一
学
習
社
・
実
教

出
版
か
ら
は
「
記
述
訂
正
」
の
返
事
が

き
た
。
東
京
書
籍
か
ら
は
、
「
そ
の
内

容
が
学
会
等
で
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受

け
て
い
る
か
と
い
う
点
な
ど
を
慎
重
に

見
定
め
、
教
科
書
の
編
集
委
員
会
で
更

新
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
」
と

い
う
様
子
見
の
回
答
が
き
た
。
他
方
、

『
日
本
史
年
表
』
刊
行
の
岩
波
書
店
か

ら
は
、
「
編
者
で
あ
る
歴
史
学
研
究
会

と
も
相
談
を
重
ね
て
」
き
た
が
、
「
歴

史
学
研
究
会
が
調
査
し
た
結
果
、
ご
指

摘
の
通
り
、
五
代
な
ら
び
に
関
西
貿
易

商
会
関
西
貿
易
社
は
、
勅
裁
に
関
わ
る

史
料
に
は
登
場
し
な
い
こ
と
を
確
認
」

し
た
の
で
、
「
次
回
増
刷
時
に
修
正
」

す
る
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
問
題
の

直
視
を
避
け
る
東
京
書
籍
の
回
答
に
比

べ
て
、
岩
波
書
店
の
そ
れ
は
さ
す
が
出

版
界
の
老
舗
と
敬
服
せ
ざ
る
を
え
な
い

回
答
で
あ
っ
た
。
歴
史
学
研
究
会
は
会

員
数
２
千
人
を
超
え
る
歴
史
学
の
主
導

的
な
学
会
で
あ
り
、
こ
の
学
会
が
従
来

説
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
は
学
界
の
定

説
が
変
わ
る
こ
と
を
意
味
し
う
る
と
い

う
点
で
も
、
教
科
書
の
記
述
変
更
と
は

別
に
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

■
文
部
科
学
省
で
の
記
者
会
見

　
「
見
直
し
を
求
め
る
会
」
は
23
年
度

の
日
本
史
教
科
書
が
使
用
開
始
さ
れ
る

直
前
の
23
年
３
月
末
に
記
者
会
見
を
計

画
し
た
。
日
本
史
教
科
書
の
記
述
変
更

の
ニ
ュ
ー
ス
は
ぜ
ひ
と
も
全
国
の
読
者

に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
「
見
直
し
を
求
め
る
会
」
は
文
部

科
学
省
の
関
係
者
の
助
言
を
得
て
、
３

月
23
日
に
文
部
科
学
省
で
の
記
者
発
表

を
準
備
し
た
。

　
記
者
会
見
に
は
「
見
直
し
を
求
め
る

会
」
の
代
表
児
玉
隆
夫
と
八
木
氏
と
大

阪
公
立
大
学
関
係
者
が
同
窓
会
か
ら
派

遣
さ
れ
た
。
当
日
の
庁
舎
10
階
で
の
会

場
に
現
れ
た
の
は
、
新
聞
社
で
は
幹
事

役
の
朝
日
新
聞
社
だ
け
で
あ
っ
た
。
他

に
は
関
西
テ
レ
ビ
の
ク
ル
ー
だ
け
だ
っ

た
。
記
者
発
表
は
児
玉
代
表
が
配
布
資

料
に
沿
っ
て
行
っ
た
。
４
月
初
旬
に
は

読
売
新
聞
大
阪
本
社
の
記
者
か
ら
の
取

材
を
受
け
た
。
読
売
新
聞
は
五
代
名
誉

回
復
活
動
の
途
中
経
過
を
22
年
３
月
に

報
じ
て
お
り
、
そ
の
続
報
と
し
て
の
取

材
で
あ
っ
た
。

■
相
次
ぐ
メ
デ
ィ
ア
報
道

　
４
月
11
日
の
関
西
テ
レ
ビ
「
ニ
ュ
ー

ス
ラ
ン
ナ
ー
」
の
午
後
５
時
台
に
、
教

科
書
記
述
修
正
問
題
が
６
分
間
ほ
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
放
送
さ
れ
た
。

　
翌
12
日
、
朝
日
新
聞
朝
刊
の
全
国
版

に
記
事
【
『
五
代
友
厚
濡
れ
衣
だ
っ
た

「
汚
点
」
官
有
物
払
い
下
げ
「
無
関

係
」
教
科
書
修
正
』
】
が
出
た
。
「
東

京
横
浜
毎
日
新
聞
」
の
書
い
た
「
五
代

ら
へ
の
北
海
道
物
産
の
す
ベ
て
の
払
い

下
げ
」
と
い
う
社
説
に
つ
い
て
、
記
事

は
「
そ
の
事
実
は
な
か
っ
た
」
と
し

た
。

　
そ
の
１
週
間
後
の
４
月
19
日
の
読
売

新
聞
夕
刊
に
、
「
教
科
書
修
正
」
の
記

事
【
『
五
代
友
厚
長
年
の
汚
名
返
上
官

有
物
払
い
下
げ
教
科
書
修
正
大
阪
市
大

同
窓
生
ら
の
働
き
か
け
実
る
』
】
が
出

た
。
記
事
で
は
「
新
聞
が
報
じ
て
」
の

語
句
を
挿
入
す
る
清
水
書
院
方
式
を
山

川
出
版
社
と
実
教
出
版
が
踏
襲
し
て
い

る
の
に
対
し
て
「
政
府
は
開
拓
使
官
吏

が
退
職
し
て
設
立
し
よ
う
と
す
る
民
間

会
社
へ
の
払
い
下
げ
を
決
定
し
た
」
と

正
確
に
記
述
し
た
第
一
学
習
社
に
取
材

が
さ
れ
て
い
る
。
同
社
の
担
当
者
の
返

答
は
「
ご
指
摘
が
適
切
と
判
断
し
、
五

代
は
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
明

確
に
し
た
」
で
あ
っ
た
。

　
朝
日
新
聞
と
読
売
新
聞
と
い
う
２
大

紙
の
記
事
に
よ
っ
て
、
「
五
代
の
濡
れ

衣
」
は
社
会
的
認
知
と
な
っ
た
。
『
カ

ネ
の
亡
者
政
商
五
代
』
と
い
う
俗
説
の

原
因
を
つ
く
っ
て
き
た
「
政
商
五
代
払

い
下
げ
説
」
の
瓦
解
は
決
定
的
と
な
っ

た
。
末
岡
照
啓
・
住
友
史
料
館
副
館
長

（
当
時
）
の
五
代
無
実
を
証
す
る
本
格

的
な
論
文
が
10
年
に
出
て
い
る
の
に
、

10
年
以
上
も
「
政
商
五
代
払
い
下
げ

説
」
を
書
き
続
け
て
き
た
歴
史
研
究
者

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
責
任
に
思
い
を

い
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら

「
利
他
」
に
生
き
、
「
青
天
白
日
、
毫

も
天
地
に
愧
ぢ
ず
」
と
広
瀬
宰
平
へ
の

書
状
に
記
し
た
先
覚
者
五
代
を
、
恥
ず

べ
き
守
銭
奴
の
よ
う
に
描
い
て
き
た
こ

と
は
、
名
誉
毀
損
罪
に
問
わ
れ
て
も
お

か
し
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

■
今
後
の
課
題

　
開
拓
使
事
件
の
五
代
が
「
濡
れ
衣
」

を
着
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
な

っ
た
今
、
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
の
は

「
黒
田
長
官
は
破
格
の
安
値
で
同
郷
の

政
商
五
代
に
官
有
物
を
払
い
下
げ
よ
う

と
し
て
い
る
と
新
聞
が
報
じ
て
問
題
に

な
っ
た
」
と
い
う
記
述
方
式
を
と
っ
て

い
る
清
水
書
院
・
山
川
出
版
社
・
実
教

出
版
の
３
社
に
追
加
記
述
の
要
望
書
を

送
る
こ
と
で
あ
る
。

　
山
川
出
版
社
と
実
教
出
版
が
清
水
書

院
を
踏
襲
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ

の
記
述
は
高
校
生
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る

も
の
で
あ
る
十
分
の
理
由
が
あ
る
。
高

校
生
は
新
聞
に
つ
い
て
事
実
を
報
道
す

る
も
の
で
あ
る
と
一
般
に
思
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
の
文
脈
で
は
、
①
黒
田
長
官

は
政
商
五
代
に
破
格
の
安
値
で
官
有
物

を
払
い
下
げ
よ
う
と
し
た
、
②
そ
れ
を

新
聞
が
知
っ
て
報
道
し
た
、
③
そ
の
結

果
、
そ
の
件
は
社
会
問
題
と
な
っ
た
、

と
理
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
五
代
へ

の
払
い
下
げ
」
が
濡
れ
衣
で
あ
る
と
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
い

う
不
十
分
か
つ
不
適
切
な
修
正
を
も
っ

て
解
決
済
み
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
著
者
の
研
究
者
と
し
て
の
見
識
を

疑
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
当
然
、
「
新
聞

が
報
じ
て
問
題
と
な
っ
た
」
の
後
ろ
に

は
「
た
だ
し
そ
れ
は
誤
報
で
、
政
府
が

決
定
し
た
払
い
下
げ
先
は
開
拓
使
官
吏

が
退
職
し
て
設
立
す
る
予
定
の
民
間
会

社
で
あ
っ
た
」
が
付
記
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
様
子
見
の
東
京
書

籍
に
は
、
速
や
か
な
記
述
修
正
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
。

　
第
２
の
課
題
は
、
五
代
の
業
績
の
再

評
価
で
あ
る
。

　
第
３
の
課
題
は
、
五
代
大
河
ド
ラ
マ

実
現
の
た
め
の
準
備
開
始
で
あ
る
。
五

代
大
河
ド
ラ
マ
の
あ
り
う
る
最
も
早
い

年
は
26
年
と
な
る
。
大
河
ド
ラ
マ
「
青

天
を
衝
け
」
の
脚
本
を
担
当
し
た
大
森

美
香
氏
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
が
21
年

末
に
開
催
し
た
講
演
会
で
、
「
機
会
が

あ
れ
ば
、
五
代
大
河
ド
ラ
マ
を
書
き
た

い
」
と
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
口

泉
・
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
・
志
學
館

大
学
教
授
は
、
五
代
大
河
ド
ラ
マ
へ
の

働
き
か
け
を
準
備
し
て
い
る
。
五
代
は

実
業
人
と
し
て
の
人
生
を
大
阪
で
送
っ

た
「
大
阪
の
恩
人
」
な
の
だ
か
ら
、
大

阪
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪

の
経
済
界
も
、
鹿
児
島
と
連
携
す
る
十

分
の
理
由
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
五

代
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
の
可
能
性
が
高

ま
る
。
26
年
の
前
年
に
は
、
大
阪
万
博

が
あ
る
。
万
博
で
活
性
化
さ
れ
た
大
阪

を
五
代
大
河
ド
ラ
マ
が
継
承
す
る
役
割

を
担
う
こ
と
と
な
れ
ば
、
大
阪
の
近
代

化
に
尽
く
し
た
五
代
友
厚
と
っ
て
、
こ

れ
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
は
な
い
。
五

代
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
す
る
時
こ
そ
、

五
代
の
名
誉
回
復
が
本
当
の
意
味
で
成

就
す
る
と
い
え
よ
う
。

五
代
友
厚
名
誉
回
復
特
集

日
本
史
教
科
書
五
代
友
厚
記
述
を
遂
に
修
正

「
見
直
し
を
求
め
る
会
」
五
代
友
厚
の
汚
名
を
そ

そ
ぐ

　
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
五
代
塾
（
川
口
建
理
事
長
）
は
４
月
23
日
、
大
阪
市
北
区

天
神
橋
６
丁
目
の
大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
で
第
８
回
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
約
２
０
０
人
の
三
浦
春
馬
フ
ァ
ン
、
五
代
友
厚
フ
ァ
ン
が

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
。
講
演
会
は
第
１
部
が
「
新
・
五
代
友
厚
伝
」
の
著

者
、
八
木
孝
昌
・
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
五
代
塾
顧
問
の
「
回
復
さ
れ
た
五
代
の
名

誉
」
、
第
２
部
が
映
画
「
天
外
者
」
の
田
中
光
敏
監
督
が
「
映
画
制
作
の

楽
し
さ
と
、
人
と
の
出
会
い
」
と
題
し
て
、
映
画
「
天
外
者
」
の
三
浦
春

馬
さ
ん
と
の
制
作
秘
話
や
秘
蔵
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
見
せ
な
が
ら
解
説
し
た
。
大
阪

市
内
に
５
体
の
銅
像
が
あ
る
五
代
友
厚
は
、
明
治
の
初
め
「
西
の
五
代
友

厚
、
東
の
渋
沢
栄
一
」
と
た
た
え
ら
れ
、
日
本
の
近
代
産
業
の
礎
を
築
い

た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府
と
癒
着
し
た
悪
徳
な
政
商
と
し
て
、
日

本
史
の
教
科
書
で
事
実
誤
認
の
記
載
が
な
さ
れ
て
き
た
。
今
年
の
４
月
、

大
手
教
科
書
の
記
述
が
変
更
さ
れ
、
１
４
２
年
ぶ
り
に
、
五
代
友
厚
の
名

誉
回
復
が
な
っ
た
。
そ
の
名
誉
回
復
運
動
を
し
て
き
た
八
木
顧
問
の
講
演

を
要
約
す
る
。

田中光敏監督

日
本
史
教
科
書
　
　 

遂
に
記
述
修
正

五
代
の
名
誉
回
復

（
１
）
発
端

　
明
治
14
年
７
月
26
日
「
東
京
横
浜
毎
日

新
聞
」
社
説
「
関
西
貿
易
商
会
の
近
状
』

（
要
約
）

　
私
は
「
大
阪
の
豪
商
五
代
友
厚
た

ち
が
つ
く
っ
た
関
西
貿
易
商
会
が
、

北
海
道
開
拓
使
と
約
定
し
て
、
北
海

道
の
物
産
を
一
手
に
引
き
受
け
、
お

よ
そ
北
海
道
の
物
産
は
こ
の
商
会
の

手
を
経
な
け
れ
ば
、
決
し
て
北
海
道

外
に
出
て
ゆ
か
な
い
仕
組
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
い
う
情
報
を
入
手

し
た
。
私
は
こ
の
情
報
が
真
実
で
あ

る
か
虚
偽
で
あ
る
か
を
ま
だ
知
ら
な

い
。
し
か
し
、
も
し
情
報
が
真
実
で

あ
れ
ば
、
今
論
じ
て
お
か
な
け
れ
ば

手
遅
れ
と
な
る
。

（
１
）
黒
田
清
隆
長
官
の
太
政
大
臣
三
条
実
美
宛

「
工
場
其
他
払
下
処
分
の
儀
に
付
伺
」
（
国
立
公
文

書
館
蔵
）

定
則
等
断
然
職
を
解
き
奮
て
此
に
従
事
せ
ん
と

す
る
に
逢
ふ
是
清
隆
の
切
望
し
て
已
ま
ざ
る
所

以
な
り
因
て
其
所
請
の
事
情
を
具
し
て
允
裁

（
い
ん
さ
い
）
を
仰
ぐ

　
（
安
田
定
則
以
下
４
人
の
開
拓
使
書
記
官
が

退
職
し
て
、
民
間
会
社
を
つ
く
り
、
奮
っ
て
払

い
下
げ
事
業
を
引
き
継
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
私
黒
田
清
隆
が
強
く
望
ん
で
い
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
そ
の
事
情
を
示
す
資
料

を
付
し
て
、
ご
承
認
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
り
ま

す
。
）

明
治
十
四
年
七
月
二
一
日

開
拓
長
官
黒
田
清
隆

太
政
大
臣
三
條
実
美
殿

上
請
の
趣
特
別
の
詮
議
を
以
て
聞
届
候
事
（
申

請
の
内
容
は
閣
議
で
検
討
し
て
承
認
し
た
。
）

明
治
十
四
年
八
月
一
日

八
木
孝
昌
顧
問
が
講
演

田
中
監
督
は
映
画「
天
外
者
」制
作
秘
話
語
る

開
拓
使
幹
部
の
黒
田
長
官
宛
内
願
書
＝
黒
田
「
工
場
其
他

払
下
処
分
の
儀
に
付
伺
」
最
終
ペ
ー
ジ

佐
佐
木
髙
行
日
記
『
保
古
飛
呂
比
』
。
五
代
無
実
の

論
証
は
最
終
的
に
完
了
し
た

（
２
）
佐
佐
木
髙
行
日
記
『
保
古
飛
呂
比
（
ほ

ご
ひ
ろ
い
）
』
（
東
大
出
版
会
、
１
９
７
８
年

刊
）
第
10
卷
９
月
29
日
条
に
お
け
る
「
黒
田
長

官
か
ら
の
官
有
物
払
い
下
げ
打
診
と
五
代
の
拒

絶
」
記
述
発
見

　
（
佐
佐
木
高
行
は
明
治
の
政
治
家
で
、
明
治

天
皇
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
。
板
垣
退
助
・
後
藤

象
二
郎
の
二
人
と
並
ん
で
、
「
土
佐
の
三
伯
」

と
称
さ
れ
る
）

同
（
九
月
）
廿
九
日
、
夜
、
土
方
宅
に
て

丸
山
作
楽
に
会
す
、
（
中
略
）
同
人
の
談

話
、
左
の
通
り
、

開
拓
使
事
件
を
黒
田
・
山
田
（
顕
義
）
等

に
親
し
く
聞
く
に
、
世
上
に
て
唱
ふ
る
所

と
は
其
精
神
は
違
へ
り
、
（
中
略
）
五
代

友
厚
に
黒
田
よ
り
相
計
り
、
関
西
貿
易
社

に
て
、
充
分
力
を
添
へ
て
、
此
の
事
業
を

盛
大
に
せ
ん
事
を
望
み
た
る
に
、
五
代
も

算
用
相
立
て
た
る
も
、
到
底
今
日
に
て
は

利
益
も
な
く
、
目
的
不
相
立
と
て
、
相
断

り
た
る
の
由
…

　
八
木
氏

　
名
古
屋
大
学
教
授
を
つ
と
め

た
大
久
保
利
謙
の
こ
の
論
文
は
、
新
聞
記

事
だ
け
を
材
料
に
し
て
書
か
れ
た
、
中
学

生
の
レ
ポ
ー
ト
並
み
の
お
粗
末
な
代
物
で

あ
っ
た
。
通
常
は
こ
う
い
う
愚
か
な
論
文

は
学
界
か
ら
無
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

ど
の
世
界
に
も
い
る
『
た
い
こ
も
ち
』
が

学
界
に
も
い
て
、
石
塚
裕
道
（
東
京
都
立

大
学
名
誉
教
授
）
は
『
明
治
国
家
の
形
成

大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
２
』
（
吉
川
弘

文
館
、
１
９
８
６
年
）
の
「
解
説
」
に
お

い
て
、
「
明
治
十
四
五
年
の
政
変
の
研
究

史
を
検
索
す
る
場
合
、
同
論
文
の
学
説
史

上
の
位
置
は
、
発
表
後
す
で
に
三
十
余
年

を
へ
た
現
在
で
も
、
そ
の
水
準
を
凌
駕
し

た
も
の
が
な
い
」
と
持
ち
上
げ
た
。
学
界

の
こ
う
い
う
体
質
の
中
で
、
大
間
違
い
の

デ
タ
ラ
メ
な
説
が
学
界
の
定
説
に
な
っ

た
。

八
木
孝
昌
・
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
五
代
塾
顧
問

見
直
し
を
求
め
る
会

Ｄream五代塾が大阪でセミナー 三浦春馬ファンら
200人が集う

　

年
ぶ
り

142

従来説が間違っていることを示す決定的史料２点

北海道開拓使官有物払い下げ事件と
相反する２つの間違い説

（
２
）
大
久
保
利
謙
（
と
し
あ
き
）

　
「
明
治
十
四
年
の
政
変
」
（
初
出
『
明
治
文
化
史
論
集
』

乾
元
社
、
昭
和
27
年
＝
１
９
５
２
年
）

　
長
官
の
黒
田
清
隆
は
、
政
府
の
官
営
工
場
払
下
政
策

の
線
に
添
っ
て
、
10
ヶ
年
間
に
政
府
資
金
１
４
０
０
万

円
余
を
投
じ
た
開
拓
使
経
営
の
事
業
一
切
を
（
中

略
）
、
大
阪
の
政
商
五
代
友
厚
た
ち
が
組
織
し
た
関
西
貿

易
商
会
に
僅
々
38
万
円
、
し
か
も
無
利
息
30
ヶ
年
賦
と

い
う
破
格
の
低
廉
な
条
件
で
払
下
げ
よ
う
と
し
た
。
こ

れ
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
閣
議
の
紛
糾

は
こ
の
決
定
の
前
に
世
間
に
漏
れ
、
事
あ
し
か
れ
（
あ

れ
か
し
）
と
待
っ
て
い
た
世
論
は
、
一
斉
に
黒
田
と
関
西

貿
易
商
会
の
不
正
取
引
と
し
て
攻
撃
を
開
始
し
た
。
７

月
26
日
か
ら
３
日
間
、
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
「
関

西
貿
易
商
会
ノ
近
状
」
と
い
う
社
説
を
か
か
げ
て
事
件

を
暴
露
し
て
、
こ
れ
か
ら
世
論
の
沸
騰
と
な
っ
た
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
開
拓
使
官
有
物
払
下
問
題
で
あ
る
。


